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鹿児島水産高等学校

保護者の皆様へ
本校は｢信頼される学校づくり｣を目標に生徒・保護者・職員・同窓会が一丸となり地域・学校の活性化に取り
組んでいます。御心配・不安なことなどありましたら，いつでも御連絡ください。TEL0993-76-2111 教頭まで

五
月
九
日(

土)

に

枕
崎
市
教
職
員
バ
レ

ー
大
会
で
優
勝
し
た
水
産

高
校
教
職
員
チ
ー
ム
が
、

六
月
七
日(

日)

鹿
児
島
国

際
大
学
で
行
わ
れ
た
県
下

高
等
学
校
教
職
員
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（

点
の
三

21

セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
）
に
臨
み

ま
し
た
。
一
回
戦
は
数
年

前
に
敗
れ
た
鹿
児
島
女
子
高
校
と
の
対
戦
。

あ
っ
と
い
う
間
に
一
セ
ッ
ト
を
と
ら
れ
て
し

ま
い
「
え
っ
…
。
今
日
は
夕
方
ま
で
応
援
と

思
っ
て
い
た
の
に
…
。
」
と
誰
か
の
た
め
息

が
。
二
セ
ッ
ト
は
辛
勝
、
勝
負
の
三
セ
ッ

ト
は
、
青
山
先
生
・
赤
﨑
先
生
の
ト
ス
に


井
先
生
・
成
田
先
生
の
ス
パ
イ
ク
。
そ
し
て
、

実
習
船
拓
青
の
濱
田
機
関
士
の
情
け
容
赦
の

な
い
弾
丸
ア
タ
ッ
ク
が
炸
裂
し
、
終
わ
っ
て

み
れ
ば
快
勝
。
こ
の

後
も
伊
集
院
高
校
と

龍
桜
に
快
勝
。
決
勝

は
鹿
屋
農
業
高
校
に

２
対
１
で
勝
ち
優
勝

し
ま
し
た
。
校
長
室

に
優
勝
旗
が
一
本
増

え
ま
し
た
。
先
生
方

も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

先
生
方
も
優
勝

日 曜 ７月の主な行事

１ 水 頭髪服装検査
３ 金 学校関係者評価委員会
７ 火 海洋訓練（～10日）
10 金 豊かな海づくり放流祭（枕崎）
15 水 クラスマッチ（～16日）

17 金
終業式 2E乗船保護者会
成績等不振者指導

20 月
海の日海浜清掃
青雲丸鹿児島入港

21 火 青雲丸中学生体験航海

22 水
地区PTA（午前:枕崎，午後：
立神・坊津・枕別・桜山・金
山）
アーク溶接講習（～24日)

23 木 地区PTA（午前:知覧・頴娃，
午後：加世田・川辺）

24 金
地区PTA（午前:山川・指宿，
午後：鹿児島）

28 火 全国ｶｯﾀｰﾚｰｽ大会（長崎）
29 水 一日体験入学
30 木 宿泊体験入学（～31日）

六
月
十
八
日
（
木
）
～
二
十
日

（
土
）
に
平
成

年
度
第

回
九
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州
高
文
連
美
術
・
工
芸
、
書
道
、

写
真
展
（
宮
崎
大
会
）
書
道
部
門
に
三
年
情

報
通
信
科
の
俵
才
華
さ
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
初
日
は
総
合
開
会
式
、
２
日
目
は
県
立

武
道
館
に
て
席
上
揮
毫
大
会
及
び
生
徒
交
流

会
、
最
終
日
は
講
評
会
、
表
彰
式
、
席
上
揮

毫
大
会
入
賞
作
品
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
揮
毫
大
会
に
は
九
州
・
沖
縄
の
各
県
よ
り
代
表

名
の

80

生
徒
が
出
場
し
、
筆
の
技
を
競
い
ま
し
た
。
俵
さ
ん
は
初
出

場
の
た
め
、
本
番
前
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
筆
を
持
つ

と
落
ち
着
い
た
様
子
で
、
各
県
の
並
み
居
る
強
豪
を
抑
え
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
最
終
日
の
席
上
揮
毫
大
会
入
賞
作
品

鑑
賞
会
に
は
俵
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
者
の
目
を

ひ
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
俵
さ
ん
は
「
今
ま
で
練
習
し
て
き

た
こ
と
を
精
一
杯
発
揮
で
き
た
。
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い

る
。
入
賞
で
き
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

堂
薗
先
生
を
は
じ
め
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
陰
で

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
進
路
実
現
に
向
け

て
こ
の
頑
張
り
を
生
か
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
堂
薗
先

生
は
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
。
強

豪
を
抑
え
、
優
秀
賞
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
凄
い
こ
と
。
今
回

の
経
験
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら

も
書
道
を
続
け
て
欲
し
い
」
と

賞
賛
し
て
い
ま
し
た
。

俵
さ
ん

入
賞
お
め
で
と
う

南
九
州
地
区
予
選
会
（
陸
上
競
技
）
ハ
ン
マ
ー
投

げ
に
お
い
て
、
自
己
記
録
を

更
新
す
る

㎝

3m
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を
記
録
し
四
位
に
入
賞
し
た
三
年
栽
培
工
学
コ
ー
ス
山
元
太
輝

君
が
、
七
月
二
十
九
日
（
木
）
～
八
月
二
日
（
日
）
に
、
和
歌

山
県
で
行
わ
れ
る
秩
父
宮
賜
杯
第

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

68

技
対
抗
選
手
権
大
会(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ)

に
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
山
元
君
は
「
昨
年
の
県
新
人
大
会
で

㎝
の
差
で
九
州
大

40

会
出
場
を
逃
し
、
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
ま
で
練
習
を
積
ん
で
き

ま
し
た
。
緊
張
し
す
ぎ
て
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
日
頃

の
練
習
で
本
番
を
想
定
し
た
練
習
を
行
い
、
ま
た
試
合
で
多
く
の
経
験
を
積
ん

だ
こ
と
で
、
初
め
て
練
習
以
上
の
飛
距
離
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
朝
練

の
継
続
、
雨
天
で
の
投
げ
練
習
を
し
て
き
た
こ
と
や
身
体
を
作
る
た
め
に
食
事

と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て
き
た
こ
と
が
今
大
会
で
生
き
た
と
思
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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顧
問
の
成
田
先
生
は
「
回
転
感
覚
の
良
さ
や
背
筋
の
強
さ
な
ど
潜
在
能
力
の
高

さ
は
感
じ
て
い
た
が
、
試
合
経
験
が
少
な
い
こ
と
か
ら
本
番
で
力
を
発
揮
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。
合
宿
や
県
外
記
録
会
、
合
同
練
習

会
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
勝
因
で
す
。
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
は
全
国
の
強
豪
た
ち
が
集
ま
り
厳
し
い
戦
い

と
な
り
ま
す
。
自
分
を
見
失
わ
ず
に
自
己
ベ
ス
ト
を

つ
く
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

六
月
二
十

三
日
（
火
）

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
の
谷
崎

和
代
先
生
を
講
師
に
迎
え
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
と
は
英
語
の
「d

o
m
e
s
t
i
c

v
i
o
l
e
n
c
e

」
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
略
し

た
も
の
で
、
一
般
的
に
は
、
夫

婦
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
男

性
か
ら
女
性
に
対
し
て
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
と
い
う

意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
恋
人
同
士

の
間
で
も
広
く
起
き
て
い
て
、
恋
人
同
士
の
間
で

起
こ
る
暴
力
の
こ
と
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
い
う

そ
う
で
す
。
講
演
で
は
人
権
に
対
す
る
考
え
方
（
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
相
手
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
繋
が
る
こ
と
）
や
、
男
女
交
際
に
お
け
る
身

体
的
な
暴
力
や
、
精
神
的
な
暴
力
に
つ
い
て
、
ま

た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と

メ
ッ
セ

I

YOU

ー
ジ
の
違
い
な
ど
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
達

は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
例

題
に
真
剣
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
講
演
会

一
、
事
故
に
つ
い
て

今
年
度
、
自
転
車
・
バ
イ
ク

に
よ
る
事
故
が
非
常
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
事
故

の
前
に
は
小
さ
な
事
故
が
重
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
数
年
前
、

本
校
に
お
い
て
も
死
亡
事
故
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
運
転
に
は

十
分
に
注
意
し
交
通
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
に
つ
い
て
御
家
庭
で
も

御
指
導
く
だ
さ
い
。

二
、
梅
雨
・
大
雨
に
つ
い
て

今
年
は
、
例
年
に
な
く
大
雨

で

が
不
通
に
な
っ
て
お
り
ま

JR
す
。
こ
の
影
響
で
六
月
二
十
五

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
期
末

考
査
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
生

徒
が
十
数
名
で
て
き
ま
し
た
。

三
年
生
に
と
っ
て
は
進
路
に
関

わ
る
大
切
な
考
査
で
す
。
生
徒

達
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な

配
慮
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校
長
先
生
よ
り

昨
年
度
よ
り
生
徒
募
集
の

一
環
で
、
保
護
者
と
中
学
生

を
対
象
に
説
明
会
を
夜
間
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
６
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
現
在

２
地
区
が
終
わ
り
約

名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
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し
た
。
中
学
生
か
ら
は
「
水
産
高
校
の
就
職
先

は
男
子
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
女
子
も
活

躍
で
き
る
場
が
あ
り

ま
す
か
。」
な
ど
多
く

の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
普
段
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

各
科
・
コ
ー
ス
の
説

明
を
聞
く
中
で
分
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
率
直
な
質
問
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

夜
間
説
明
会


